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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
 従来、河川流域政策は「国境」や「県境」などの政治境界線によって分断されてきた。しかし近年では、「流域」や「集
水域（watershed：地表に降った雨が地形の起伏形状などにより、河川などのある特定の場所へ注ぎ込まれる単位区
域）」などの自然境界線による環境管理・政策立案の必要性が提唱されている。この自然界の法則に従う考え方で
は、流域を一つの単位として多くの問題を包含できるが、政治的には大きな課題を抱えることになる。なぜなら、多くの
流域国は、自国の領土を超えた外在的問題（国外から入ってくる問題や他国へ与える影響など）を考慮しなければな
らないからである。 
 気候変動や人口増加などに対する総合的な適応策の立案には、最も効果的な境界線のあり方を検討し、それを実
行するための流域国間の協力体制を検討することが重要であり、これらを実現するための科学的手続きにもとづく客
観的な政策提言が求められる。しかし、従来の政治境界線を単位とした政策に比べ、流域や集水域などの自然境界
線を単位とした政策はどの程度有効か？その効果の定量的評価はほとんど行われていない。 
 本研究では、GIS（Geographic Information System）を用いた地域空間解析と水資源シミュレーションによって、越
境水域における今後の水分野の適応策のための科学的枠組みを提示した。具体的には、将来予測の政策策定のベ
ースとなる土地利用予測モデルの構築と、それによる将来の利用可能な水資源を地域レベルで予測する手法を構築
した。そして、政策立案に利用する最適な境界線について、本研究で行う定量的評価にもとづき、当該問題に携わる
住民、政策関係者、研究者へのインタビューおよびエキスパート・ミーティングによる議論を行った。そこで得られた知
見を踏まえ、科学的に理想の境界線を踏まえつつ、現実的かつ最適な境界線（政策策定領域）を提示し、当該地域の
各国間の連携のあり方を検討した。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
Man-made boundaries such as national borders are typically used as the unit for considering river-basin 
management and policy, while natural boundaries such as watersheds are propounded as a promising approach 
for environmental management. However, few studies have proven the latter’s superiority by comparing 
the two approaches based on practical analysis with local data. We investigated the utility of the two 
approaches; a “watershed” and a “political unit (a national or provincial boundary)” approach, for 
water resources development in cross-boundary sub-basins by investigating a range of development 
strategies for cooperation among riparian nations. The 3S sub-basins of Mekong River basin including 
three riparian nations (Laos, Cambodia, and Vietnam) is the case study area. We showed by the use of 
geospatial analysis and hydrological simulation how conflict and cooperation for development in a 
transboundary river-basin could be mitigated and use this technique to compare the watershed approach 
and the political unit approach. 

 


